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があるが、イラストレーション・ポスター自体が持つ人を惹きつける力に、更に遺構をキャラ
クター化する表現が加わることで、遺構の情報を詳しく知らない人にも、記憶の中にスッと入
り込む存在へとイラストレーション・ポスターが昇華する。これはむしろ従来の伝え方とは順
序が逆になり、まずイラストレーション・ポスターのキャラクターに対して、人々が興味を覚
えて、その作品の背景にある意図を、興味や関心によって読み込むというアプローチになる。
この方が、多くの人々の記憶に遺しながら伝達できる可能性を高められるかもしれない。 
 イラストレーション・ポスターに求められるのは、真実の正確な情報伝達ではない。もちろ
ん、ケースバイケースで、それが求められることはあるだろうが、それよりもむしろ重要にな
るのは、観賞者にまた見たいと思われること、長くその場に貼ってあってもいいと思われるこ
とにあるだろう。人とポスターの距離を近づけることが大事なポイントになる。イラストレー
ション・ポスターの利点は、伝えたいことだけに表現の要素を絞り込み、誇張と省略が行い易
いことが挙げられる。これまでの制作経験から、そのことを高橋さんは熟知しているため、選
定したモチーフの輪郭の抽出方法などで、独自の手法論を用いてイラストレーション表現を行
っている。 
 高橋さんは、発生した震災被害を教訓として伝え遺すことに加え、現在行われている防災の
情報を伝えるイラストレーション・ポスターの制作にも取り組んでいる。地震ポスター支援プ
ロジェクトの展示発表を継続的に続けていく中で、自治体の防災担当の方々とのつながりが生
まれ、そのやり取りの中から、防災のイベントでのイラストレーション・ポスターの出展の機
会が得られた。想定のポスター提案に「実用性」が合わさり、ここもこの研究の有用性が高ま
るポイントとなった。 
 まとめとして「コミュニケーション対象の広いアプローチ」と「コミュニケーション対象を
絞ったアプローチ」の２つの対象に対して、それぞれに必要な要素を提示して異なる表現アプ
ローチで伝達を試みており、この区分け／整理のつけ方は秀悦で、デザイン論としても確立で
きている。とりわけ作品に関して、研究の最後期に制作した防災視点のイラストレーション・
ポスター「防災運動会」「韋駄天競争」は、鮮やかな色調と洗練されたシェープによる構成で
とても目を惹く作品として高く評価された。「防災運動会」のバケツリレーをテーマにした６
枚組の作品は、アニメーションを見ているようで面白く、「災害」「防災」「復興」を想起させ
る装置としての役割を示すポスターとなっている。高橋さんの研究は、理論研究と作品制作と
が相乗したクォリティの高さが見受けられ、審査員の総意として、本論文を学位を授与するに
相当すると認める。 
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